
令和6年度　評価規準
学校名：江戸川区立船堀小学校

教科 学年
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国語 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
ちいちゃんのかげおくり
10時間（読⑩）

◎様子や行動、気持ちや性格
を表す語句の量を増し、話や文
章の中で使い、語彙を豊かに
することができる。（知・技(1)
オ）
◎文章を読んで理解したことに
基づいて、感想や考えをもつこ
とができる。（思・判・表C(1)オ）
〇登場人物の気持ちの変化や
性格、情景について、場面の移
り変わりと結び付けて具体的に
想像することができる。（思・
判・表C(1)エ）

様子や行動、気持ちや性格を
表す語句の量を増し、話や文
章の中で使い、語彙を豊かにし
ている。（(1)オ）

・「読むこと」において、登場人
物の気持ちの変化や性格、情
景について、場面の移り変わり
と結び付けて具体的に想像して
いる。（C(1)エ）
・「読むこと」において、文章を
読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもっている。
（C(1)オ）

文章を読んで理解したことに基
づいて、進んで感想や考えをも
ち、学習課題に沿って物語を読
んだ感想をまとめようとしてい
る。

修飾語を使って書こう
２時間（知・技②）

◎主語と述語との関係、修飾と
被修飾との関係について理解
することができる。（知・技(1)カ）
○言葉には性質や役割による
語句のまとまりがあることを理
解することができる。（知・技(1)
オ）

・言葉には性質や役割による語
句のまとまりがあることを理解
している。（(1)オ）
・主語と述語との関係、修飾と
被修飾との関係について理解
している。（(1)カ）

粘り強く修飾と被修飾との関係
について理解し、学習課題に
沿って修飾語を使って文を書こ
うとしている。

秋のくらし
２時間（書②）

◎語句の量を増し、話や文章
の中で使い、語彙を豊かにする
ことができる。（知・技(1)オ）
○経験したことや想像したこと
などから書くことを選び、伝えた
いことを明確にすることができ
る。（思・判・表B(1)ア）

語句の量を増し、話や文章の
中で使い、語彙を豊かにしてい
る。（(1)オ）

「書くこと」において、経験したこ
とや想像したことなどから書くこ
とを選び、伝えたいことを明確
にしている。（B(1)ア）

積極的に語句の量を増し、話
や文章の中で使い、学習課題
に沿ってその季節らしさを表現
した文章を書こうとしている。
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おすすめの一さつを決めよう
８時間（話・聞⑧）

◎比較や分類のしかたを理解
し使うことができる。（知・技(2)
イ）
◎目的や進め方を確認し、司
会などの役割を果たしながら話
し合い、互いの意見の共通点
や相違点に着目して、考えをま
とめることができる。（思・判・表
A(1)オ）
〇目的を意識して、日常生活
の中から話題を決め、集めた
材料を比較した
り分類したりして、伝え合うため
に必要な事柄を選ぶことができ
る。（思・判・表A(1)ア）

比較や分類のしかたを理解し
使っている。（(2)イ）

・「話すこと・聞くこと」において、
目的を意識して、日常生活の
中から話題を決め、集めた材
料を比較したり分類したりして、
伝え合うために必要な事柄を
選んでいる。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」において、
目的や進め方を確認し、司会な
どの役割を果たしながら話し合
い、互いの意見の共通点や相
違点に着目して、考えをまとめ
ている。（A(1)オ）

粘り強く司会などの役割を果た
しながら話し合い、学習の見通
しをもって考えをまとめようとし
ている。

すがたをかえる大豆
食べ物のひみつを教えます
12時間（書⑥、読⑥）

◎比較や分類のしかた、辞書
の使い方を理解し使うことがで
きる。（知・技(2)イ）
◎書く内容の中心を明確にし、
内容のまとまりで段落をつくっ
たり、段落相互の関係に注意し
たりして、文章の構成を考える
ことができる。（思・判・表B(1)
イ）
◎目的を意識して、中心となる
語や文を見つけることができ
る。（思・判・表C(1)ウ）
〇幅広く読書に親しみ、読書
が、必要な知識や情報を得るこ
とに役立つことに気づくことがで
きる。（知・技(3)オ）

・比較や分類のしかた、辞書の
使い方を理解し使っている。
（(2)イ）
・幅広く読書に親しみ、読書が、
必要な知識や情報を得ることに
役立つことに気づいている。
（(3)オ）

・「書くこと」において、書く内容
の中心を明確にし、内容のまと
まりで段落をつくったり、段落相
互の関係に注意したりして、文
章の構成を考えている。（B(1)
イ）
・「読むこと」において、目的を
意識して、中心となる語や文を
見つけている。（C(1)ウ）

目的を意識して、粘り強く中心
となる語や文を見つけたり、そ
れらを明確にして文章の構成を
考えたりし、学習の見通しを
もって筆者の説明の工夫をい
かした文章を書こうとしている。
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ことわざ・故事成語
４時間（知・技②、書②）

◎長い間使われてきたことわざ
や慣用句、故事成語などの意
味を知り、使うことができる。
（知・技(3)イ）
○目的を意識して、伝えたいこ
とを明確にすることができる。
（思・判・表B(1)ア）

長い間使われてきたことわざや
慣用句、故事成語などの意味
を知り、使っている。（(3)イ）

「書くこと」において、目的を意
識して、伝えたいことを明確に
している。（B(1)ア）

積極的にことわざや慣用句、故
事成語などの意味を知り、使
い、学習課題に沿ってことわざ
辞典を作ろうとしている。

漢字の意味
２時間（知・技②）

◎漢字と仮名を用いた表記を
理解して文や文章の中で使うこ
とができる。（知・技(1)ウ）

漢字と仮名を用いた表記を理
解して文や文章の中で使って
いる。（(1)ウ）

積極的に漢字と仮名を用いた
表記を理解し、これまでの学習
をいかして文や文章の中で使
おうとしている。

短歌を楽しもう
１時間（知・技①）

◎易しい文語調の短歌を音読
したり暗唱したりするなどして、
言葉の響きやリズムに親しむこ
とができる。（知・技(3)ア）

易しい文語調の短歌を音読し
たり暗唱したりするなどして、言
葉の響きやリズムに親しんでい
る。（(3)ア）

進んで言葉の響きやリズムに
親しみ、学習課題に沿って短歌
を音読したり暗唱したりしようと
している。

漢字の広場④
２時間（書②）

◎第２学年までに配当されてい
る漢字を書き、文や文章の中で
使うことができる。（知・技(1)エ）
・間違いを正したり、相手や目
的を意識した表現になっている
かを確かめたりして、文や文章
を整えることができる。（思・判・
表B(1)エ）

第２学年までに配当されている
漢字を書き、文や文章の中で
使っている。（(1)エ）

書くこと」において、間違いを正
したり、相手や目的を意識した
表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えてい
る。（B(1)エ）

積極的に第２学年までに配当さ
れている漢字を書き、これまで
の学習をいかして、漢字を適切
に使った文を作ろうとしている。
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三年とうげ
６時間（読⑥）

◎登場人物の行動や気持ちな
どについて、叙述を基に捉える
ことができる。（思・判・表C(1)
イ）
○引用のしかたを理解し使うこ
とができる。（知・技(2)イ）
〇幅広く読書に親しみ、読書
が、必要な知識や情報を得るこ
とに役立つことに気づくことがで
きる。（知・技(3)オ）
〇文章を読んで理解したことに
基づいて、感想や考えをもつこ
とができる。（思・判・表C(1)オ）

・引用のしかたを理解し使って
いる。（(2)イ）
・幅広く読書に親しみ、読書が、
必要な知識や情報を得ることに
役立つことに気づいている。
（(3)オ）

・「読むこと」において、登場人
物の行動や気持ちなどについ
て、叙述を基に捉えている。
（C(1)イ）
・「読むこと」において、文章を
読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもっている。
（C(1)オ）

登場人物の行動や気持ちなど
について、積極的に叙述を基に
捉え、学習課題に沿って民話
や昔話を紹介しようとしている。

わたしの町のよいところ
10時間（書⑩）

◎書こうとしたことが明確になっ
ているかなど、文章に対する感
想や意見を伝え合い、自分の
文章のよいところを見つけるこ
とができる。（思・判・表B(1)オ）
○考えとそれを支える理由につ
いて理解することができる。
（知・技(2)ア）

考えとそれを支える理由につい
て理解している。（(2)ア）

「書くこと」において、書こうとし
たことが明確になっているかな
ど、文章に対する感想や意見を
伝え合い、自分の文章のよいと
ころを見つけている。（B(1)オ）

積極的に文章に対する感想や
意見を伝え合い、自分の文章
のよいところを見つけ、学習課
題に沿って町のよさを紹介する
文章を書こうとしている。

冬のくらし
２時間（書②）

◎語句の量を増し、話や文章
の中で使うとともに、語彙を豊
かにすることができる。（知・技
(1)オ）
○経験したことや想像したこと
などから書くことを選び、伝えた
いことを明確にすることができ
る。（思・判・表B(1)ア）

語句の量を増し、話や文章の
中で使うとともに、語彙を豊か
にしている。（(1)オ）

経験したことや想像したことな
どから書くことを選び、伝えたい
ことを明確にしている。（B(1)ア）

積極的に語句の量を増し、話
や文章の中で使い、学習課題
に沿ってその季節らしさを表現
した文章を書こうとしている。
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詩のくふうを楽しもう
４時間（書②、読②）

〇文章全体の構成や内容の大
体を意識しながら音読すること
ができる。（知・技(1)ク）
○文章に対する感想や意見を
伝え合い、自分の文章のよいと
ころを見つけることができる。
（思・判・表B(1)オ）
〇文章を読んで理解したことに
基づいて、感想や考えをもつこ
とができる。（思・判・表C(1)オ）

文章全体の構成や内容の大体
を意識しながら音読している。
（(1)ク）

・「書くこと」において、文章に対
する感想や意見を伝え合い、
自分の文章のよいところを見つ
けている。（B(1)オ）
・「読むこと」において、文章を
読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもっている。
（C(1)オ）

進んで文章全体の構成や内容
の大体を意識しながら音読し、
学習課題に沿って詩を創作しよ
うとしている。

四まいの絵を使って
２時間（書②）

◎書く内容の中心を明確にし、
内容のまとまりで段落をつくっ
たり、段落相互の関係に注意し
たりして、文章の構成を考える
ことができる。（思・判・表B(1)
イ）
○段落の役割について理解す
ることができる。（知・技(1)カ）

段落の役割について理解して
いる。（(1)カ）

「書くこと」において、書く内容の
中心を明確にし、内容のまとま
りで段落をつくったり、段落相互
の関係に注意したりして、文章
の構成を考えている。（B(1)イ）

書く内容の中心を明確にし、文
章の構成を考えることに粘り強
く取り組み、学習課題に沿って
物語の流れを書こうとしてい
る。

カンジーはかせの音訓かるた
２時間（知・技②）

◎第３学年までに配当されてい
る漢字を読むことができる。ま
た、第２学年までに配当されて
いる漢字を書き、文や文章の中
で使うとともに、第３学年に配当
されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使うことができ
る。（知・技(1)エ）

第３学年までに配当されている
漢字を読んでいる。また、第２
学年までに配当されている漢
字を書き、文や文章の中で使う
とともに、第３学年に配当され
ている漢字を漸次書き、文や文
章の中で使っている。（(1)エ）

進んで第３学年までに配当され
ている漢字を読み、学習課題に
沿って漢字の音訓を使った文を
書こうとしている。
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漢字の広場⑤
２時間（書②）

◎第２学年までに配当されてい
る漢字を書き、文や文章の中で
使うことができる。（知・技(1)エ）
・間違いを正したり、相手や目
的を意識した表現になっている
かを確かめたりして、文や文章
を整えることができる。（思・判・
表B(1)エ）

第２学年までに配当されている
漢字を書き、文や文章の中で
使っている。（(1)エ）

「書くこと」において、間違いを
正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確かめ
たりして、文や文章を整えてい
る。（B(1)エ）

積極的に第２学年までに配当さ
れている漢字を書き、これまで
の学習をいかして、漢字を適切
に使った文を作ろうとしている。

ありの行列
７時間（読⑦）

◎指示する語句と接続する語
句の役割、段落の役割につい
て理解することができる。（知・
技(1)カ）
◎文章を読んで理解したことに
基づいて、感想や考えをもつこ
とができる。（思・判・表C(1)オ）
◎文章を読んで感じたことや考
えたことを共有し、一人一人の
感じ方などに違いがあることに
気づくことができる。（思・判・表
C(1)カ）
○言葉には性質や役割による
語句のまとまりがあることを理
解することができる。（知・技(1)
オ）

・言葉には性質や役割による語
句のまとまりがあることを理解
している。（(1)オ）
・指示する語句と接続する語句
の役割、段落の役割について
理解している。（(1)カ）

・「読むこと」において、文章を
読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもっている。
（C(1)オ）
・「読むこと」において、文章を
読んで感じたことや考えたこと
を共有し、一人一人の感じ方な
どに違いがあることに気づいて
いる。（C(1)カ）

進んで文章を読んで理解したこ
とに基づいて感想や考えをも
ち、学習課題に沿って、考えた
ことを伝え合おうとしている。
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つたわる言葉で表そう
５時間（知・技②、書③）

◎言葉には、考えたことや思っ
たことを表す働きがあることに
気づくことができる。（知・技(1)
ア）
◎様子や行動、気持ちや性格
を表す語句の量を増し、話や文
章の中で使い、語彙を豊かに
することができる。（知・技(1)
オ）
○自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確に
して、書き表し方を工夫するこ
とができる。（思・判・表B(1)ウ）

・言葉には、考えたことや思っ
たことを表す働きがあることに
気づいている。（(1)ア）
・様子や行動、気持ちや性格を
表す語句の量を増し、話や文
章の中で使うとともに、語彙を
豊かにしている。（(1)オ）

「書くこと」において、自分の考
えとそれを支える理由や事例と
の関係を明確にして、書き表し
方を工夫している。（B(1)ウ）

言葉には考えたことや思ったこ
とを表す働きがあることに積極
的に気づき、学習の見通しを
もって相手に伝わる文章を書こ
うとしている。

たから島のぼうけん
８時間（書⑧）

◎様子や行動、気持ちや性格
を表す語句の量を増し、話や文
章の中で使い、語彙を豊かに
することができる。（知・技(1)
オ）
◎書き表し方を工夫することが
できる。（思・判・表B(1)ウ）

様子や行動、気持ちや性格を
表す語句の量を増し、話や文
章の中で使い、語彙を豊かにし
ている。（(1)オ）

「書くこと」において、書き表し方
を工夫している。（B(1)ウ）

進んで様子や行動、気持ちや
性格を表す語句の量を増し、話
や文章の中で使い、語彙を豊
かにし、学習の見通しをもって
物語を創作しようとしている。
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お気に入りの場所、教えます
８時間（話・聞⑧）

◎相手を見て話したり聞いたり
するとともに、言葉の抑揚や強
弱、間の取り方などに注意して
話すことができる。（知・技(1)
イ）
◎相手に伝わるように、理由や
事例などを挙げながら、話の中
心が明確になるように話の構
成を考えることができる。（思・
判・表A(1)イ）
〇考えとそれを支える理由や
事例、全体と中心などの情報と
情報との関係について理解す
ることができる。（知・技(2)ア）
〇話の中心や話す場面を意識
して、言葉の抑揚や強弱、間の
取り方などを工夫することがで
きる。（思・判・表A(1)ウ）

・相手を見て話したり聞いたり
するとともに、言葉の抑揚や強
弱、間の取り方などに注意して
話している。（(1)イ）
・考えとそれを支える理由や事
例、全体と中心などの情報と情
報との関係について理解してい
る。（(2)ア）

・「話すこと・聞くこと」において、
相手に伝わるように、理由や事
例などを挙げながら、話の中心
が明確になるように話の構成を
考えている。（A(1)イ）
・「話すこと・聞くこと」において、
話の中心や話す場面を意識し
て、言葉の抑揚や強弱、間の
取り方などを工夫している。
（A(1)ウ）

進んで話の中心が明確になる
ように話の構成を考え、学習課
題に沿ってお気に入りの場所を
発表しようとしている。

モチモチの木
12時間（読⑫）

◎文章を読んで感じたことや考
えたことを共有し、一人一人の
感じ方などに違いがあることに
気づくことができる。（思・判・表
C(1)カ）
○様子や行動、気持ちや性格
を表す語句の量を増し、語彙を
豊かにすることができる。（知・
技(1)オ）
〇登場人物の気持ちの変化や
性格、情景について、場面の移
り変わりと結び付けて具体的に
想像することができる。（思・
判・表C(1)エ）

様子や行動、気持ちや性格を
表す語句の量を増し、語彙を豊
かにしている。（(1)オ

・「読むこと」において、登場人
物の気持ちの変化や性格、情
景について、場面の移り変わり
と結び付けて具体的に想像して
いる。（C(1)エ）
・「読むこと」において、文章を
読んで感じたことや考えたこと
を共有し、一人一人の感じ方な
どに違いがあることに気づいて
いる。（C(1)カ）

登場人物の気持ちの変化や性
格について、場面の移り変わり
と結び付けて具体的に粘り強く
想像し、学習課題に沿って考え
たことをまとめ、伝え合おうとし
ている。
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1

漢字の広場⑥
２時間（書②

◎第２学年までに配当されてい
る漢字を書き、文や文章の中で
使うことができる。（知・技(1)エ）
○修飾と被修飾との関係につ
いて理解することができる。
（知・技(1)カ）
・間違いを正したり、相手や目
的を意識した表現になっている
かを確かめたりして、文や文章
を整えることができる。（思・判・
表B(1)エ）

・第２学年までに配当されてい
る漢字を書き、文や文章の中で
使っている。（(1)エ）
・修飾と被修飾との関係につい
て理解している。（(1)カ）

間違いを正したり、相手や目的
を意識した表現になっているか
を確かめたりして、文や文章を
整えている。（B(1)エ）

積極的に第２学年までに配当さ
れている漢字を書き、これまで
の学習をいかして、漢字を適切
に使った文を作ろうとしている。

三年生をふり返って
１時間（書①）

〇言葉には、考えたことや思っ
たことを表す働きがあることに
気づくことができる。（知・技(1)
ア）
○経験したことや想像したこと
などから書くことを選び、伝えた
いことを明確にすることができ
る。（思・判・表B(1)ア）

言葉には、考えたことや思った
ことを表す働きがあることに気
づいている。（(1)ア）

「書くこと」において、経験したこ
とや想像したことなどから書くこ
とを選び、伝えたいことを明確
にしている。（B(1)ア）

進んで経験したことや想像した
ことなどから書くことを選び、伝
えたいことを明確にし、学習課
題に沿って１年間の振り返りを
書こうとしている。


